
広報たけはら　2014.8.5　5

「みなとオアシスたけはら」
本登録認定！

「竹原港北崎旅客ターミナル」とそ
の一帯が「たけはら海の駅」として
認定されました　「みなとオアシスたけはら」は、平成 18

年に仮登録の認定を受け、星空シネマ等住

民協働による港のにぎわいづくりに努めて

きましたが、この度、7 月 31 日（木）に

竹原港とその一帯が、国土交通省中国地方

整備局より本登録認定され、同日、「みな

とオアシスたけはら」の橋本会長が認定証

を受け取りました。中国地方では 12 番目

の本登録となります。

◆みなとオアシスとは

　港や海岸にある施設、スペースを利用し、

地域の人が運営の中心となってつくる、誰

もが楽しく利用できる「にぎわいの場」です。

　各オアシスそれぞれの個性が随所に現れ

ているのが特長です。

　この認定制度は、港湾施設を核とした地

域活性化策として、平成 15 年度に中国地

方整備局等が制度化したもので、その後全

国に広がっています。

問い合わせ

　建設課土木維持係

　☎２２-７７４６

　平成 26 年７月 31 日に「竹原港北崎旅客ターミナル」

とその一帯が「たけはら海の駅」として認定され、同日、

国土交通省中国運輸局長より認定証が交付されました。

現在、全国で 149 駅、広島県では 15 駅認定されています。

　「たけはら海の駅」は平成 26年８月１日にオープンしました。

◆海の駅とは

　「海の駅」は、誰でも、気軽に、安心して、楽しめる施

設であり、車で陸から、プレジャーボートで海から、ど

ちらからでもアプローチできるマリンレジャー拠点です。

　「海の玄関口」としての役割も担い、地域交流や観光

振興の拠点施設としても利用されています。

問い合わせ　建設課土木維持係　☎２２-７７４６

あんしん電話
（緊急通報システム事業）

　高齢の人が自宅で安心して生活するた

め、24 時間いつでも介護・健康相談がで

きる、あんしん電話をご利用ください。緊

急時にも対応します。

対象　概ね 65 歳以上の一人暮らしの高齢

　者、高齢者のみの世帯

利用料金　月額 500 円

※住民税課税世帯は別に月額1,300円必要。

問い合わせ　福祉課介護福祉係　☎22-7743

あんしんホルダー登録システム

　高齢の人が、外出時に倒れたり、事故に遭遇し緊急搬送

されたりした時でも家族への連絡を取ることができる、「あ

んしんホルダー登録システム」に登録してください。

　キーホルダー型の「あんしんホルダー」と、持ち物に

貼り付けることができる「あんしんシール」があり、あ

わせて利用することで持ち忘れを防ぐことができます。

　また、家の中で目につきやすい場所に貼り付けるこ

とができる「あんしんマグネット」も作成しています。

　安心した生活につなげるためにも、ぜひご登録ください。

対象者　概ね 65 歳以上の人

登録料　無料

問い合わせ

　福祉課介護福祉係

　☎ 22-7743 ▲あんしんホルダー

▲あんしんシール▲あんしんマグネット
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市職員の給与などを公表します
問い合わせ

総務課人事係　☎２２-７７１９　

　竹原市職員の給与等の実態を市民のみなさん

に身近に知っていただくため、その概要をお知

らせします。

　市職員の給与は，基本給としての給料と扶養手

当、住居手当、通勤手当などの諸手当からなって

おり、国や他の自治体の状況を考慮したうえで、

「職員の給与に関する条例」等を定めています。

1　人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳
（年度末）

歳出額
A

実質収支
人 件 費

B
人件費率
B/A

24 年度
人件費率

25 年度
26 年 3 月 31 日
28,046 人

　千円
12,453,664

千円
175,264

千円
2,213,770

％
17.8

％
20.2

（注）人件費には、市長・議員などの給料・報酬等を含んでいます。

２　職員給与費の状況（普通会計予算）  

区分
職員数

A
給与費 1人当たり

給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

人
241

千円
923,272

千円
134,553

千円
327,974

千円
1,385,799

千円
5,750

26 年度

（注）１ 職員手当には退職手当を含んでいません。

　　 ２ 給与費は平成 26 年度当初予算に計上された額です。

区分 初任給 採用 2年経過後

一般行政職 大学卒 178,800 円 191,200 円

高校卒 149,800 円 160,200 円

３　職員の初任給の状況　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区分 竹原市 国

一般行政職 平均給料月額 325,968 円 307,220(332,446) 円

平 均 年 齢 40.5 歳 43.1 歳

４　平均給料月額・平均年齢の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区分 経験年数 10 年～ 15 年 経験年数 20 年～ 25 年

一般行政職 大学卒 298,196 円 389,133 円

高校卒 - 353,900 円

５　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区分 7級 6級 5 級 4 級 3 級 2 級 1級
計

標準職務 部・課長 課長補佐 係長 主任主事 主事 主事 主事

職員数 25 人 11 人 47 人 44 人 30 人 14 人 6 人 177人
構成比 14.1% 6.2% 26.6% 24.9% 16.9% 7.9% 3.4% 100%

 

６　一般行政職の級別職員数の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

７　職員手当の状況

（1）期末・勤勉手当の支給割合　

　　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区分 市 国

期末手当 2.60 月分 2.60 月分 

勤勉手当 1.35 月分 1.35 月分 

計 3.95 月分 3.95 月分 

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 21.62 月分 28.98 月分

勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分

勤続 35 年 43.7 月分 52.44 月分

最高限度 52.44 月分 52.44 月分

（2）退職手当の支給割合

　　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（２～20 ％加算）

区分 給料月額 (円 ) 期末手当

市　長 815,000 円 
６月期　 1.90 月分

12月期    2.05 月分

    計　 3.95 月分

※教育長は勤勉手当を含む

副市長 665,000 円 

教育長 610,000 円

議　長 440,000 円 

副議長 395,000 円 

議　員 355,000 円 

８　特別職の報酬等の状況　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

９　定員（一般職）の状況

　　部門別職員数の状況　（各年 4月 1日現在）

区　　分 職員数 対前年増減数

部　　門 平成 25 年 平成 26 年 平成 25 年 平成 26年

一般管理 議　会 3 3

総　務 49 49 1

税　務 16 16

労　働 1 1

農　水 8 8 -2

商　工 5 5

土　木 26 27 -1 1

小　計 108 109 -2 1

福祉 民　生 76 73 2 -3

衛　生 15 15 -1

小　計 91 88 1 -3

一般行政部門計 199 197 -1 -2

特別行政
教　育
小　計

35 34 2 -1

35 34 2 -1

公営企業等
水　道

下水道

その他

小　計

9 10 -1 1

7 7

15 14 -1 -1

31 31 -2 0

総合計 265 262 -1 -3

ラスパイレス指数 104.4

※ラスパイレス指数とは、地方公務員のうち、一般行政職

　の職員の学歴別、経験年数別構成等を国家公務員の行政

　職の職員と同一に仮定して各自治体ごとの平均給料額を

　求めて、国の平均給料額を 100 として算出したものです。

◆

（注） 区分の欄は、代表的な標準職務を掲載しています。

（平成 25 年 7 月 1 日現在）

（注）括弧書きは、給与改定特例法による減額前の額です。

竹
鶴
政
孝
伝
（
２
）
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竹
鶴
政
孝
伝
（
２
）

　

「
食
に
こ
だ
わ
る
」

　

９
月
29
日
か
ら
放
送
さ
れ
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
マ
ッ
サ

ン
』
は
、
竹
原
で
生
ま
れ
育
ち
、
国

産
の
ウ
イ
ス
キ
ー
造
り
に
生
涯
を

捧
げ
た
竹
鶴
政
孝
と
、
政
孝
を
支
え

た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
妻
リ

タ
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
鶴
政
孝
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

竹
鶴
酒
造
第
13
代
社
長
竹
鶴
壽ひ

さ

夫お

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

政
孝
と
壽
夫
さ
ん

　

政
孝
は
、
壽
夫
さ
ん
の
お
父
さ

ん
と
ふ
た
い
と
こ
の
関
係
に
あ
り

ま
す
。
壽
夫
さ
ん
と
は
46
歳
の
年

の
差
が
あ
り
、
壽
夫
さ
ん
の
お
父

さ
ん
が
早
世
し
た
た
め
、
政
孝
が

壽
夫
さ
ん
の
父
親
代
わ
り
と
な

り
、
結
婚
式
で
は
親
族
代
表
の
挨

拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

昭和 18 年帰省中の政孝（右）
と息子の威（左）礒宮八幡宮にて

「生誕１２０周年記念　
　竹鶴政孝展」開催中！
　人生を、本物のウイスキー

づくりに捧げた情熱と信念

の軌跡を紹介した展覧会を、

３回開催していきます。

　第２回の日程は次のとお

りです。

会期　

　8月8日（金）～8月 2 3日（土）

　10 時～ 17 時

場所　たけはら海の駅２階

問い合わせ　

　竹原市「マッサン」推進

委員会事務局（竹原市観光

協会）

　☎ 22-4331

　

そ
ん
な
政
孝
は
、
竹
原
で
は

「
マ
ッ
サ
ン
」
で
は
な
く
、
「
ま
さ

や
ん
」
と
皆
か
ら
呼
ば
れ
、
親
し

ま
れ
て
お
り
、
特
別
厳
し
い
人
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

寿
司
屋
に
て

　

あ
る
日
広
島
市
内
の
寿
司
屋
を

訪
れ
た
二
人
。
お
品
書
き
を
見
た

政
孝
は
、
「
ウ
イ
ス
キ
ー
と
は
け

し
か
ら
ん
」と
怒
り
出
し
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
る
政
孝
が
、
ど

う
し
て
ウ
イ
ス
キ
ー
を
出
す
店
を
怒

る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
政
孝
が
、
食
に
対
し
て
か
な
り

の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ

と
壽
夫
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

寿
司
に
は
日
本
酒
が
一
番
合
う
。

自
分
が
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
っ
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
寿
司
は
ウ
イ

ス
キ
ー
で
は
な
く
、
日
本
酒
で
味

わ
う
も
の
だ
。
そ
う
い
っ
た
こ
だ

わ
り
が
政
孝
に
は
あ
っ
た
の
で
す
。

　

寿
司
屋
の
ト
ロ
が
気
に
入
っ
た

壽
夫
さ
ん
。
板
前
さ
ん
に
ト
ロ
の

追
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
政
孝
は
、
「
ト
ロ
は
寿

司
屋
の
看
板
商
品
で
、
採
算
が
と

れ
る
も
の
で
は
な
い
、
そ
う
い
う

ネ
タ
を
何
度
も
注
文
す
る
の
は
よ

く
な
い
」
と
壽
夫
さ
ん
を
た
し
な

め
た
そ
う
で
す
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
造
り
の
た
め
に
ウ
イ

ス
キ
ー
の
本
場
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

留
学
し
た
政
孝
は
、
イ
ギ
リ
ス
式
の

マ
ナ
ー
も
心
得
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

晩
酌
は
日
本
酒

　

政
孝
は
食
事
の
時
は
日
本
酒
を

お
銚
子
で
２
本
。
日
本
酒
の
お
供

に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
留
学

中
に
惚
れ
込
ん
だ
味
な
の
か
、
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
を
わ
さ
び
醤
油
で
食

べ
る
こ
と
を
好
み
ま
し
た
。

　

食
後
に
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
。
そ

れ
も
「
ウ
イ
ス
キ
ー
に
つ
ま
み
は
い

ら
な
い
」
と
、
何
も
つ
ま
ま
ず
に
ウ

イ
ス
キ
ー
だ
け
を
飲
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
引
き
合
い
に
壽
夫
さ
ん

が
、
「
つ
ま
み
を
食
べ
な
い
か
ら
、

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
は
売
れ
な
い

ん
で
す
よ
」
と
言
う
と
、
「
こ
れ
だ

か
ら
日
本
酒
を
飲
む
ヤ
ツ
は
い
か

ん
」
と
冗
談
を
言
い
な
が
ら
笑
い

合
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

地
物
を
愛
す
る

　

政
孝
は
、
晩
春
か
ら
初
夏
の
時

期
に
竹
原
へ
帰
省
す
る
時
は
、
当

事
、
北
海
道
で
は
手
に
入
り
に
く

か
っ
た
の
か
イ
チ
ジ
ク
や
ソ
ラ
マ

メ
を
食
べ
た
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
時
、
そ
の
場
所
で
も
っ
と
も
お

い
し
い
地
物
を
食
べ
る
。
政
孝
の
食
へ

の
こ
だ
わ
り
の
程
が
伺
い
知
れ
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
昭
和
18
（
１
９
４
３
）

年
に
政
孝
が
帰
省
し
た
時
に
礒
宮
八

幡
宮
で
写
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
時

も
息
子
の
威

た
け
し

と
共
に
、
竹
原
の
地
物

に
舌
鼓
を
打
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

文
化
生
涯
学
習
室

　

☎
22-

７
７
５
７

竹鶴家

本家 10 代

本家 12 代政孝

本家 11 代「浜竹」初代

敬次郎
「角竹」２代

リタ

「角竹」初代

本家 13 代

壽夫

ふたいとこ


